
横浜天声キリスト教会　　週報　第 4巻 12号（No.164）　　2013年 3月 24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　２０３番

*交読文　････････････････ 　５８番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　２１７番

メッセージ　･･････････････ 先のしゅろの日と後のしゅろの日(黙示録 7:9-17)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４８８番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

見よ、あらゆる国民、種族、民族、言葉の違う民の中から集まった、だれにも数え

きれないほどの大群衆が、白い衣を身に着け、手になつめやしの枝を持ち、玉

座の前と小羊の前に立って、大声でこう叫んだ。「救いは、玉座に座っておられ

るわたしたちの神と、小羊とのものである。」

＿＿＿は大きな苦難を通って来た者で、その衣を小羊の血で洗って白くしたの

である。それゆえ、＿＿＿は神の玉座の前にいて、昼も夜もその神殿で神に仕

える。玉座に座っておられる方が、＿＿＿の上に幕屋を張る。＿＿＿は、もはや

飢えることも渇くこともなく、太陽も、どのような暑さも、＿＿＿を襲うことはない。

玉座の中央におられる小羊が＿＿＿の牧者となり、命の水の泉へ導き、神が＿

＿＿の目から涙をことごとく／ぬぐわれるからである。（黙示録 7：9-17）

メッセージ概要

本日は教会暦では「しゅろの聖日（パームサンデー）」、すなわち、イエス様がろばに乗ってエルサレムに

入城し、人々が自分の衣服や「しゅろの葉」を置いて「ホサナ」と叫びつつ歓迎した日に相当し（マタイ

21:6-11）、次週主日のイースター（復活祭）までの 1 週間を「受難週（Passion Week）」 としている。

その日、大勢の人々が、ろばに乗ってエルサレムに入城する柔和な様子のイエス様を、しゅろの葉を手に

持って、「ホザナ」と叫びつつ両手を挙げて歓迎し、弟子たちも意気揚々としていた。

非常に絵になる場面であり、一見、イエス様が高く上げられているように見えるが、彼らは、自分が「ホサナ

(”  おお、救い給え”という意味  )  」と叫んだ相手が、何者で、どういう人物であるか、一体何から「救って」下さ  

るのかを、実は、分かっていなかった。(マタイ 21:10-11)その証拠に、一週間後、群衆は一変して「イエス

様を十字架につけろ！」と叫ぶ側に回ってしまい、弟子たちも、一人残らず逃げてしまう。

人々はそれぞれの身勝手なメシヤ像を思い描き、当時のローマ帝国の圧制から”救われ”、力強い指導と

してイスラエルを再興してくれる事をイエス様に期待したり（使徒 1:6）、パンをいつでも提供してくれる王と

して期待したり(ヨハネ6:14-15)、別の人達は、病気や悪霊を追い出してくれる人としたり。ようするに、イエ

ス様を、「何か自分の願望を満たしてくれるべき人」という、身勝手な幻想を抱いていたのだった。

そのような、身勝手な幻想を抱いている人は、イエス様が自分の願望を満たしてくれないと分かると、とた

んに「除け、除け、十字架につけろ！」と、手のひらを返したように叫ぶ側になってしまうもので、自分の中

に罪があると示されたり、悔い改めるよう促されたり、十字架を負ってついて来るように言われたりすると、

そんなメシヤはいらない、除け、となってしまうのだ。

実際、イエス様が自分の思い通りに行かないと分かると、それで信仰を離れてしまった人達は多い。

先のエルサレムでの「しゅろの日」は、信仰があやふやな人達の身勝手なホザナで満ち、彼等が喜び迎え

たイエス様を、わずか一週間後に十字架につけてしまったが、後には「  もう一つのしゅろの日  」が訪れる  。

その日、あらゆる国民、部族、国語の中から、誰にも数え切れぬ程の大勢の群衆、すなわち、イエス様が

十字架で流された血潮によって衣を白く清めた群衆が、しゅろの枝を手に持って、大声で叫んで言う。

「救いは、玉座に座っておられるわたしたちの神と、小羊とのものである。」(黙示録 7:10)

この群衆は、  救いはどこから来るのか、誰にあるのかを、明確に分かっていて、それを叫んでいる  。

世の多くの人達は、かつての「しゅろの日」の人達のように、救いが何であるのかも、どこから来るのかも、

履き違えている人が多い。「救いはお金にある」「救いは権力にある」「救いは美貌にある」等など。

そもそも彼らはなぜ、救いを求めるのか。それは、何かしらの災い、例えば、「自然災害」という災い、「老

い」という災い、「人からの拒絶」という災いなどから逃れるためだ。

彼等は、それら災いに備えつつ、罪という災いを積み重ね、神の怒りという究極の災いを、積み立てている。

最も根本的な災いは、死であり、罪であり、神との断絶である。唯一、イエス様こそ、それらの災いから人類

を救って下さるお方であり、イエスを主とするなら、その他「災い」と言われるものは、もはや力を失う。

世の人達は、災いに備えて罪の災いを行ない、神との断絶という永遠の災いを積み立てている。

しかし、キリストにある人々は、災いの大元である罪を、小羊の血で洗い清め、世のあらゆる災いから逃れ  、  

守られる保証が与えられ、昼も夜も聖所にて神に仕え、永遠にいのちの務めを為すのである。

「彼らは大きな苦難を通って来た者で、その衣を小羊の血で洗って白くしたのである。それゆえ、彼らは神

の玉座の前にいて、／昼も夜もその神殿で神に仕える。玉座に座っておられる方が、／この者たちの上に

幕屋を張る。彼らは、もはや飢えることも渇くこともなく、／太陽も、どのような暑さも、／彼らを襲うことはな

い。玉座の中央におられる小羊が彼らの牧者となり、／命の水の泉へ導き、／神が彼らの目から涙をこと

ごとく／ぬぐわれるからである。」(黙示録 7：14-17)

「救いは、玉座に座っておられるわたしたちの神と、小羊とのものである。」この告白にしっかりと立ち、しゅ

ろの枝を手に持った大勢の群衆と共に、主をほめたたえる恵みを得る皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部礼拝（韓国語中国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2 部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～
水曜集会

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 4巻 12号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年 3月 24日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


